
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
抜
粋
） 

 （
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
）  

第
四
条 

 

都
道
府
県
知
事
は
、
基
本
指
針
に
即
し
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
が
行
う
鳥
獣
保
護
事
業
の
実
施

に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

２
～
３ 

（
略
） 

 

４ 
 

都
道
府
県
知
事
は
、
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ

る
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
（
以
下
「
合
議
制
機
関
」
と
い
う
。
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

５ 
 

都
道
府
県
知
事
は
、
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ

れ
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
指
定
猟
法
禁
止
区
域
）  

第
十
五
条 

 

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
鳥
獣
の
保
護
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
猟
法
（
以
下
「
指

定
猟
法
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
指
定
猟
法
に
よ
り
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
区
域
を
指

定
猟
法
禁
止
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 
 

環
境
大
臣
に
あ
っ
て
は
、
全
国
的
な
鳥
獣
の
保
護
の
見
地
か
ら
そ
の
鳥
獣
の
保
護
の
た
め
必
要
な
区
域 

 

二 
 

都
道
府
県
知
事
に
あ
っ
て
は
、
地
域
の
鳥
獣
の
保
護
の
見
地
か
ら
そ
の
鳥
獣
の
保
護
の
た
め
必
要
な
当

該
都
道
府
県
内
の
区
域
で
あ
っ
て
前
号
の
区
域
以
外
の
区
域 

 

２
～
１２ 

（
略
） 

１３ 
 

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
猟
法
禁

止
区
域
の
区
域
内
に
こ
れ
を
表
示
す
る
標
識
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

１４ 
 

前
項
の
標
識
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
設
置
す
る

標
識
の
寸
法
は
、
こ
の
項
本
文
の
環
境
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
を
参
酌
し
て
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め

る
。 

 
 

（
鳥
獣
保
護
区
） 

 

第
二
十
八
条  

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
鳥
獣
の
種
類
そ
の
他
鳥
獣
の
生
息
の
状
況
を
勘
案
し
て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
区
域
を
鳥
獣
保

護
区
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 
 

環
境
大
臣
に
あ
っ
て
は
、
国
際
的
又
は
全
国
的
な
鳥
獣
の
保
護
の
見
地
か
ら
そ
の
鳥
獣
の
保
護
の
た
め

重
要
と
認
め
る
区
域 

 

二 
 

都
道
府
県
知
事
に
あ
っ
て
は
、
地
域
の
鳥
獣
の
保
護
の
見
地
か
ら
そ
の
鳥
獣
の
保
護
の
た
め
重
要
と
認

め
る
当
該
都
道
府
県
内
の
区
域
で
あ
っ
て
前
号
の
区
域
以
外
の
区
域 

 

２
～
６ 

（
略
） 

 

７ 
 

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
は
、
二
十
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
二
十
年
以
内
の
期
間

を
定
め
て
こ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

８ 
 

（
略
） 

 

９ 
 

第
二
項
並
び
に
第
十
五
条
第
二
項
、
第
三
項
、
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
の
規
定
は
第
七
項
た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
る
更
新
に
つ
い
て
、
第
三
条
第
三
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
行
う
指

定
及
び
そ
の
変
更
（
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
拡
張
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
第
四
条
第
四
項
及

び
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
指
定
及
び
そ
の
変
更
（
第

四
条
第
四
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
拡
張
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
第

十
五
条
第
二
項
、
第
三
項
、
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
そ
の

変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
名
称
、
区
域

及
び
存
続
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
並
び
に
鳥
獣
保
護
区
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期
間
及
び
当
該
鳥

獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 
 

１０
～
１１ 

（
略
） 

 

参
考
資
料
１
－
１



（
特
別
保
護
地
区
） 

 

第
二
十
九
条  

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
で
鳥
獣
の
保
護
又
は

鳥
獣
の
生
息
地
の
保
護
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
区
域
を
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 
 

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間
は
、
当
該
特
別
保
護
地
区
が
属
す
る
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
の
範
囲
内

に
お
い
て
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
期
間
と
す
る
。 

 

３ 
 

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
状
況
の
変
化
そ
の
他
の
事
情
の
変
化
に
よ
り
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
そ
の
指
定
を
継
続
す
る
こ
と
が
適

当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

４ 
 

第
二
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
変
更
に
つ
い
て
、
第
三
条
第
三
項
の
規
定
は
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
行
う
指
定
及
び
そ
の
変
更
（
特
別
保
護
地
区
の
区
域
を
拡
張
し
、
又
は
存
続

期
間
を
延
長
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
第
四
条
第
四
項
及
び
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
は
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
指
定
及
び
そ
の
変
更
（
第
四
条
第
四
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

特
別
保
護
地
区
の
区
域
を
拡
張
し
、
又
は
存
続
期
間
を
延
長
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
第
十
五

条
第
二
項
、
第
三
項
、
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
並
び
に
第
二
十
八
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定

は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
そ
の
変
更
（
同
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

特
別
保
護
地
区
の
区
域
を
拡
張
し
、
又
は
存
続
期
間
を
延
長
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
四
項
中
「
届
け
出
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
協
議
し
な
け
れ
ば
」

と
、
第
十
五
条
第
二
項
中
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
名
称
、
区
域
及
び
存
続
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨

並
び
に
特
別
保
護
地
区
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期
間
及
び
当
該
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
」

と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。  

５ 
 

第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
、

第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
四
項
中
「
届
け
出
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
、

第
十
五
条
第
二
項
中
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
名
称
、
区
域
及
び
存
続
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
及
び

解
除
に
係
る
区
域
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
第

五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

６ 
 

環
境
大
臣
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
議

を
受
け
た
場
合
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
別
保
護
地
区
の
区
域
を

拡
張
し
、
又
は
存
続
期
間
を
延
長
す
る
と
き
に
限
る
。
）
は
、
農
林
水
産
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

７ 
 

特
別
保
護
地
区
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が

指
定
す
る
特
別
保
護
地
区
（
以
下
「
国
指
定
特
別
保
護
地
区
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣
の
、

同
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
特
別
保
護
地
区
（
以
下
「
都
道
府
県
指
定
特
別
保
護
地

区
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

鳥
獣
の
保
護
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
行
為
と
し
て
国
指
定
特
別
保
護
地
区
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣

が
、
都
道
府
県
指
定
特
別
保
護
地
区
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

一 
 

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。  

二 
 

水
面
を
埋
め
立
て
、
又
は
干
拓
す
る
こ
と
。 

 

三 
 

木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。 

 

四 
 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
指
定
特
別
保
護
地
区
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣
が
、
都
道
府
県
指

定
特
別
保
護
地
区
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
、
鳥
獣
の
保
護

に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ
と
。 

 

８ 
 

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
指
定
特
別
保
護
地

区
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣
に
、
都
道
府
県
指
定
特
別
保
護
地
区
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
そ
れ
ぞ
れ

許
可
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

９ 
 

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
行
為

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
第
七
項
の
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 
 

当
該
行
為
が
鳥
獣
の
保
護
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。 

 

二 
 

当
該
行
為
が
鳥
獣
の
生
息
地
の
保
護
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。  

１０ 
 

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
鳥
獣
の
保
護
又
は
鳥
獣
の
生
息
地
の
保
護
の
た
め
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
第
七
項
の
許
可
に
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 



  

（
休
猟
区
の
指
定
） 

 

第
三
十
四
条  
都
道
府
県
知
事
は
、
狩
猟
鳥
獣
の
数
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
数
を

増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
区
域
を
休
猟
区
と
し
て
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

２
～
４ 

（
略
） 

 

５ 
 

都
道
府
県
知
事
は
、
休
猟
区
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
休
猟
区
の
区
域
内
に
こ
れ
を
表
示
す
る
標

識
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

６ 
 

前
項
の
標
識
に
関
し
必
要
な
事
項
（
当
該
標
識
の
寸
法
を
除
く
。
）
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。 

 

７ 
 

第
五
項
の
標
識
の
寸
法
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
し
て
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
。 

 
 

（
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
等
） 

 

第
三
十
五
条  

都
道
府
県
知
事
は
、
銃
器
又
は
環
境
省
令
で
定
め
る
わ
な
（
以
下
「
特
定
猟
具
」
と
い
う
。
）

を
使
用
し
た
鳥
獣
の
捕
獲
等
に
伴
う
危
険
の
予
防
又
は
指
定
区
域
の
静
穏
の
保
持
の
た
め
、
特
定
猟
具
を

使
用
し
た
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
区
域
を
、
特
定
猟
具
の
種

類
ご
と
に
、
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
又
は
特
定
猟
具
使
用
制
限
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。  

２
～
１１ 

（
略
） 

 

１２ 
 

第
二
十
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
承
認
に
つ
い
て
、
同
条
第
十
項
の
規
定
は
承
認
を
受
け
た

者
に
つ
い
て
、
前
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
第
一
項
の
指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
第
五
項
中
「
販
売
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
承
認
証
」
と
、
同
条
第
十
項
中

「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
第
十
一
項
各
号
」
と
、
前
条
第
三
項
中
「
そ
の
旨
並
び
に
そ

の
名
称
、
区
域
及
び
存
続
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期
間
及
び
禁

止
又
は
制
限
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
あ
る
の

は
「
第
三
十
五
条
第
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。 

 

  
 



鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
抜
粋
） 

 

（
指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
標
識
） 

 

第
十
六
条 

 

法
第
十
五
条
第
十
四
項
の
指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
標
識
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
様
式
第
四
の

と
お
り
と
す
る
。 

 
 

様
式
第
四
（
第
十
六
条
関
係
） 

              

備
考 

 
 

一 

立
竹
木
等
に
固
定
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
上
一
五
〇
ｃ
ｍ
以
上
の
場
所
で
固
定
さ
せ
る
こ
と
。 

 
 

二 

支
柱
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
支
柱
の
地
上
部
分
の
長
さ
は
八
〇
ｃ
ｍ
以
上
と
し
、
支
柱
の
先

端
部
分
は
、
地
中
に
埋
め
込
む
か
、
又
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
包
み
込
む
こ
と
に
よ
り
移
動
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 
 

三 

制
札
へ
の
英
語
表
記
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
表
記
を
行
う
場
合
の
英
文
は
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 
 
 

指
定
猟
法
禁
止
区
域 

 
D
es
ign

at
ed

 W
ay
 of

 H
un
ti
ng
 Pr

oh
ib
it
ed
 Ar

ea
 

 
 
 
 

※
指
定
猟
法
の
例 

 
 
 
 
 

鉛
製
散
弾
の
使
用
禁
止 

 
N
o 
Hu
nt
ing

 w
it
h 
Le
ad 

Sh
ot
 
 

 
 

四 

制
札
に
シ
ー
ル
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
容
易
に
剥
離
、
汚
損
及
び
色
あ
せ
し
な
い
素
材
と
す

る
こ
と
。 

 
 

五 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
制
札
を
容
易
に
視
認
で

き
る
場
合
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

  

（
鳥
獣
保
護
区
の
標
識
）  

第
三
十
三
条  

法
第
二
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
十
四
項
の
鳥
獣
保
護
区
の
標
識

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
様
式
第
八
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

様
式
第
八
（
第
三
十
三
条
関
係
） 

            



                

備
考 

 
 

一 

制
札
へ
の
英
語
表
記
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
表
記
を
行
う
場
合
の
英
文
はW

il
dl
ife

 
P
ro
te
ct
io
n A

re
a

と
す
る
。 

 
 

二 

支
柱
の
太
さ
の
寸
法
は
、
木
材
を
使
用
す
る
場
合
を
示
し
て
い
る
が
、
鉄
材
等
を
用
い
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
同
程
度
以
上
の
強
度
が
あ
れ
ば
寸
法
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

標
柱
及
び
制
札
に
シ
ー
ル
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
容
易
に
剥
離
、
汚
損
及
び
色
あ
せ
し
な
い

素
材
と
す
る
こ
と
。 

 
 

四 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
制
札
を
容
易
に
視
認
で

き
る
場
合
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

  

（
特
別
保
護
地
区
の
標
識
） 

 

第
三
十
五
条  

法
第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
十
四
項
の
特
別
保
護
地
区
の
標

識
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
様
式
第
九
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

様
式
第
九
（
第
三
十
五
条
関
係
） 

                      



                 

備
考 

 
 

一 

制
札
へ
の
英
語
表
記
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
表
記
を
行
う
場
合
の
英
文
はS

pe
ci
al 

P
ro
te
ct
io
n A

re
a

と
す
る
。 

 
 

二 

支
柱
の
太
さ
の
寸
法
は
、
木
材
を
使
用
す
る
場
合
を
示
し
て
い
る
が
、
鉄
材
等
を
用
い
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
同
程
度
以
上
の
強
度
が
あ
れ
ば
寸
法
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

標
柱
及
び
制
札
に
シ
ー
ル
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
容
易
に
剥
離
、
汚
損
及
び
色
あ
せ
し
な
い

素
材
と
す
る
こ
と
。 

 
 

四 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
制
札
を
容
易
に
視
認
で

き
る
場
合
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

  

（
特
別
保
護
指
定
区
域
の
標
識
設
置
）  

第
三
十
七
条  

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
特
別
保
護
指
定
区
域
及
び
指
定
期
間
を
指
定
を
し
た
と

き
は
、
当
該
特
別
保
護
指
定
区
域
の
区
域
内
に
こ
れ
ら
を
表
示
す
る
標
識
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

２ 
 

前
項
の
標
識
は
、
様
式
第
十
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
設
置
す
る
標
識
の
寸
法

は
、
様
式
第
十
の
定
め
る
と
こ
ろ
を
参
酌
し
て
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
。 

 
 

様
式
第
十
（
第
三
十
七
条
第
二
項
関
係
） 

                  

備
考 



 
一 

注
意
事
項
に
は
、
区
域
を
指
定
し
た
趣
旨
及
び
令
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
お
う
と
す
る

場
合
に
は
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。 

 

二 
制
札
へ
の
英
語
表
記
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
表
記
を
行
う
場
合
の
英
文
はS

pe
ci
al
 

R
es
tr
ic
te
d P

ro
te
ct
io
n A

re
a

と
す
る
。 

三 

標
柱
及
び
制
札
に
シ
ー
ル
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
容
易
に
剥
離
、
汚
損
及
び
色
あ
せ
し
な
い

素
材
と
す
る
こ
と
。 

 
 

四 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
制
札
を
容
易
に
視
認
で

き
る
場
合
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

  

（
休
猟
区
の
標
識
） 

 

第
四
十
一
条  

法
第
三
十
四
条
第
六
項
の
休
猟
区
の
標
識
に
関
し
必
要
な
事
項
及
び
同
条
第
七
項
の
標
識
の

寸
法
に
関
す
る
基
準
は
、
様
式
第
十
一
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

様
式
第
十
一
（
第
四
十
一
条
関
係
） 

                             

備
考 

 
 

一 

立
竹
木
等
に
固
定
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
上
一
五
〇
ｃ
ｍ
以
上
の
場
所
で
固
定
さ
せ
る
こ
と
。 

 
 

二 

支
柱
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
支
柱
の
地
上
部
分
の
長
さ
は
八
〇
ｃ
ｍ
以
上
と
し
、
支
柱
の
先

端
部
分
は
、
地
中
に
埋
め
込
む
か
、
又
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
包
み
込
む
こ
と
に
よ
り
移
動
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 
 

三 

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
が
特
定
鳥
獣
に
関
し
、
捕
獲
等
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
区
域
を
指
定
し
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
様
式
の
標
識
を
設
置
す
る
こ
と
。 

   



                        

※ 

○
○
の
部
分
に
は
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
区
域

に
お
い
て
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
鳥
獣
の
種
類
を
表
記
す
る
こ
と
。 

 

四 

制
札
へ
の
英
語
表
記
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
表
記
を
行
う
場
合
の
英
文
は
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 
 
 

休
猟
区 

 
 
T
em
po

rar
y 
Ga
me
 P
res

er
ve
 A
re
a 

 
 
 

休
猟
区
の
う
ち
特
定
鳥
獣
に
関
し
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域 

 
T
em
po

ra
ry 

Ga
me
 P
re
ser

ve
 A
re
a

（Ex
ce
pt

○
○
） 

※ 

○
○
の
部
分
に
は
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
鳥
獣
の
種
類
を
表
記
す
る
こ
と
。 

 
 

五 

制
札
に
シ
ー
ル
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
容
易
に
剥
離
、
汚
損
及
び
色
あ
せ
し
な
い
素
材
と
す

る
こ
と
。 

 
 

六 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
制
札
を
容
易
に
視
認
で

き
る
場
合
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

  

（
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
等
の
標
識
） 
 

第
四
十
四
条  

法
第
三
十
五
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
第
六
項
の
特
定
猟
具
使
用
禁

止
区
域
及
び
特
定
猟
具
使
用
制
限
区
域
の
標
識
に
関
し
必
要
な
事
項
並
び
に
同
条
第
七
項
の
標
識
の
寸
法

に
関
す
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
様
式
第
十
三
及
び
様
式
第
十
四
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

様
式
第
十
三
（
第
四
十
四
条
関
係
） 

        



               

備
考 

 
 

一 

○
○
の
部
分
に
は
、
使
用
を
禁
止
す
る
猟
具
の
種
類
を
表
記
す
る
こ
と
。 

二 

制
札
へ
の
英
語
表
記
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
表
記
を
行
う
場
合
の
英
文
は
つ
ぎ
に
と
お

り
と
す
る
。 

 

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域 

C
er
ta
in 

Hu
nt
in
g 
Equ

ip
me
nt
 P
roh

ib
it
ed
 A
rea

 

※ 

特
定
猟
具
の
例 

銃 
 
 
 
 
G
un
 

は
こ
わ
な 

   
Bo
x 
Tr
ap
 

 
 

三 

支
柱
の
太
さ
の
寸
法
は
、
木
材
を
使
用
す
る
場
合
を
示
し
て
い
る
が
、
鉄
材
等
を
用
い
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
同
程
度
以
上
の
強
度
が
あ
れ
ば
寸
法
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

四 

標
柱
及
び
制
札
に
シ
ー
ル
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
容
易
に
剥
離
、
汚
損
及
び
色
あ
せ
し
な
い

素
材
と
す
る
こ
と
。 

 
 

五 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
制
札
を
容
易
に
視
認
で

き
る
場
合
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

  

様
式
第
十
四
（
第
四
十
四
条
関
係
） 

                   

備
考 

 
 

一 

○
○
の
部
分
に
は
、
使
用
を
制
限
す
る
猟
具
の
種
類
を
表
記
す
る
こ
と
。 



二 

立
竹
木
等
に
固
定
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
上
一
五
〇
ｃ
ｍ
以
上
の
場
所
で
固
定
さ
せ
る
こ

と
。 

 
 

三 
支
柱
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
支
柱
の
地
上
部
分
の
長
さ
は
八
〇
ｃ
ｍ
以
上
と
し
、
支
柱
の

先
端
部
分
は
、
地
中
に
埋
め
込
む
か
、
又
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
包
み
込
む
こ
と
に
よ
り
移
動
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

四 

制
札
へ
の
英
語
表
記
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
表
記
を
行
う
場
合
の
英
文
は
つ
ぎ
に
と

お
り
と
す
る
。 

 
 

特
定
猟
具
使
用
制
限
区
域 

C
er
tai

n 
Hu
nt
in
g E

qu
ip
me
nt
 Re

st
ri
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五 

制
札
に
シ
ー
ル
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
容
易
に
剥
離
、
汚
損
及
び
色
あ
せ
し
な
い
素
材
と

す
る
こ
と
。 

六 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
制
札
を
容
易
に
視
認

で
き
る
場
合
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

 
  


